	開催セミナー

	第80回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2019年9月15日 (日)

　　13:30～16:30
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター

	講　演　者

	竹田知裕氏（「農事組合法人グリーンティ土山」工場長）、湯ノ口絢也氏（「グリーンファーム湯ノ口」経営者）

	内容
	滋賀県で農業を営まれておられる2農家の方のプレゼンテーションでした。おふた方とも、農業に対する情熱を持ち、農業大学、農業大学校で学ばれた知識を携え、地域の農業をけん引していらっしゃる、力強い農家様です。
1． 竹田知裕氏（「農事組合法人グリーンティー土山」工場長）
竹田氏は滋賀県土山市にて農業法人「グリーンティー土山」にて工場長を務めいらっしゃいます。非農家の出身ですが自然を愛する気持ちから農業大学の門をたたかれ、その後一貫してお茶農家として続けてこられました。「挑戦することが大事だ」お考えで強い意志とリーダーシップで組織をけん引しておられ、また「お茶農家のみならずいろいろなネットワークの構築が重要」とのお考えの下、滋賀県青年農業者クラブ連絡協議会顧問も務め、それらを通じて土山のお茶の品質とブランド力向上に努めていらっしゃいます。
1） 概要
鹿児島や静岡ほど大きな産地ではありませんが、滋賀は多くのお茶を生産しています。その中で「農事組合法人グリーンティー土山」は土山市全体のお茶農家の10分の1の耕作面積を持つ大規模農業法人であり、今後も拡大の方針で進めておられます。

そもそもは4軒のお茶農家の共同組合から出発した当組合ですが、その後明確なマーケティング方針、現実的な成長戦略、計画的な生産方針などで成長し、現在では組合員10名でパート・アルバイトを雇い、さらなる成長を遂げようとしています。
2） 事業の特徴
前述のように、「農業法人グリーンティー土山」は、現在３０ha(土山市全体の１０％)の作付面積を持ち、現在では組合員10名、パート8名、アルバイト数名で運営してらっしゃいます。今後も組合員を増やし、まずは５０haの作付面積を目標に事業拡大に進んでおられます。

工場は3か所、ビニールハウスは4か所、H27年にJGAP取得、H30年にAsiaJGAPを取得、15種のお茶を生産しておられます。生産に関しては、毎年１ｈの改植、土は有機を使用、自家挿し木を行う、などのこだわりを持って品質の維持向上を図られています。また、県外や海外への販路拡大や緑茶のトップセールス・ブランド化、機械化による生産性向上、お茶農家外のネットワーク構築など、様々な局面で経営力の向上を計画的かつ積極的に進めておられます。

そもそも竹田工場長が「自然が好きだから」とはじめられた農業ですが、その情熱を強い経営理念に変え組織をけん引し、事業拡大や、品質・生産性の向上、販路拡大・ブランド化などを戦略的に的確・確実の進めていらっしゃるとの印象でした。

2． 湯ノ口絢也氏（「グリーンファーム湯ノ口」経営者）
湯ノ口氏は滋賀県東近江市にて「グリーンファーム湯ノ口」を多種生産の大規模農業を経営される農家様です。消費者目線の安心・安全な野菜の生産・供給を目指し、また農業を志す後進の指導や地域への貢献も積極的に行い、将来の農業の発展を夢をもって考えていらっしゃいます。
1） 概要
「グリーンファーム湯ノ口」は水が潤沢にある琵琶湖のほとりに位置し、夏は暑く冬は雪が多い、四季のハッキリした気候に位置します。そういった自然との関わりの中で多くの種類の野菜を生産し、またさまざまな工夫をしながら消費者の手元に届けておられます。　農業体験の受け入れなどを通じ、消費者や地域へも農家を通じて貢献していらっしゃいます。
2） 事業の特徴
通年安定して出荷できるように多種の野菜を生産されています。これにて気候や季節の影響を最小限にし通年の生産量を安定させ、人件費なども含めた生産性を上げていらっしゃるとのことで、これが収入の安定化につながっているのかと理解しました。

また、後にお話して、「子供が安心して食べられる美味しい野菜をつくりたい」とおっしゃっていたのが印象的でした。出荷の際も、どうすれば消費者に訴求するか、という事を作物の種類からそのパッケージングまで考えをめぐらせていらっしゃいました。総じて「野菜を食べる人」目線の農業を実践してらっしゃると感じました。

それに加え、JA/JA以外の販売チャネルの使い分け、高品質で高付加価値な作物の生産、契約による販売価格の安定化、ブランド化やパブリッシングを利用したプロモーションなど、非常に戦略的にマーケティングを行っていらっしゃるとも思えました。

さらに、農家を非常に魅力的な職業とお考えで、小学校、高校、大学での農業の授業の開催、インターンの受け入れなど、今から農業に転身する後進への指導も積極的に行っていらっしゃいます。
3． 所感
いずれのプレゼンテータの方も、しっかりした理念と経営戦略、顧客目線を重要視した農業経営と、自社のみならず周囲と共に反映していこうというリーダーシップが印象的でした。しっかりとした経営方針の下で、マーケットとのつながりを常に育て、関係者とのネットワークを利用して１＋１を３にも4にも増幅して経営してらっしゃる姿勢が今の成功を導いたのであろうかと存じます。
以上
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